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鈴
木
町
長
就
任
時
と

現
在
の
一
般
会
計
決
算
を
比

較
し
た
財
政
運
営
所
見
は
。

　
　
　
国
に
よ
る
「
地
方
分

権
一
括
法
」
の
施
行
や
、「
三

位
一
体
改
革
」
の
施
行
で
、

町
長
就
任
前
か
ら
厳
し
い
財

政
運
営
が
続
い
た
。
当
時
は
、

公
共
事
業
の
抑
制
や
職
員
削

減
・
給
与
カ
ッ
ト
な
ど
の
行

財
政
改
革
に
取
り
組
み
、
市

町
村
合
併
は
せ
ず
に
自
立
し

た
町
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
。

議
員

町
長

柴
しば

田
た

 勇
いさ

雄
お

 議員

問

答

町財政運営の現況と見通しは

行財政改革以後安定的に運営

一般質問

14
年
前
と
今
決
算
の
財
政

運
営
の
比
較
に
つ
い
て

葛
巻
町
内
の
聴
覚
障
が
い

者
等
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　
　
　
「
障
害
者
総
合
支
援

法
」
や
「
児
童
福
祉
法
」
の

基
準
に
よ
る
補
聴
器
の
購
入
、

修
理
の
助
成
や
聴
覚
障
が
い

軽
減
の
た
め
の
必
要
な
手
術

費
用
の
一
部
助
成
の
ほ
か
、

各
種
支
援
器
具
・
手
話
通
訳

派
遣
費
用
の
給
付
な
ど
が
整

備
さ
れ
て
い
る
。

　
今
後
は
、「
情
報
を
得
る
た

め
、
自
分
の
考
え
を
伝
え
る

た
め
の
手
段
の
確
保
」
と
い

う
対
象
者
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
課
題
解
決
に
向

け
た
取
組
み
を
進
め
た
い
。

　
　
　
聴
覚
軽
度
の
難
聴
者

に
対
す
る
補
聴
器
購
入
へ
の

町
単
独
補
助
制
度
を
創
設
し

た
ら
ど
う
か
。

　
　
　
県
事
業
と
し
て
「
補

聴
器
購
入
助
成
制
度
」
が
創

設
さ
れ
て
い
る
。
県
内
３
市

町
村
で
単
独
事
業
と
し
て
整

備
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
動

向
を
注
視
し
総
合
的
な
対

応
・
検
討
に
つ
い
て
協
議
し

て
い
き
た
い
。

町
長

議
員

町
長

令
和
３
年
度
決
算
は
、
平
成

20
年
度
に
比
べ
37
億
円
ほ
ど

増
え
、
行
財
政
改
革
の
良
い

影
響
が
子
育
て
支
援
・
葛
巻

高
校
支
援・移
住
定
住
対
策・

新
庁
舎
建
設
な
ど
の
公
共
施

設
整
備
等
に
結
び
つ
い
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　
普
通
交
付
税
の
動
向

と
見
通
し
は
。

　
　
　

令
和
２
年
度
以
降
、

相
対
的
に
普
通
交
付
税
は
増

加
し
て
お
り
令
和
６
年
度
ま

で
は
、
同
水
準
で
の
配
分
が

見
込
ま
れ
る
。
今
後
は
、
町

公
債
費
が
増
加
す
る
こ
と
か

議
員

町
長

完成間近の高齢者福祉センター

ら
、
当
面
は
交
付
税
が
増
加

す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
地
方
債
残
高
は
、
ど

の
よ
う
に
償
還
さ
れ
る
の
か
。

　
　
　
　
96
億
円
以
上
の
地

方
債
元
利
償
還
金
の
３
分
の

２
は
、
今
後
普
通
交
付
税
で

措
置
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
り
、

町
の
実
質
的
負
担
は
34
億
円

程
度
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
今
後
の
行
財
政
改
革

の
取
組
み
方
策
は
。

　
　
　
引
き
続
き
「
行
政
コ

ス
ト
の
圧
縮
」・「
費
用
対
効

果
」
を
継
続
し
、
行
財
政
運

営
に
取
り
組
む
。
現
在
安
定

的
な
行
財
政
運
営
が
で
き
て

い
る
が
、
変
化
す
る
社
会
情

勢
や
世
界
経
済
の
今
後
の
動

向
を
注
視
し
、
柔
軟
か
つ
適

切
・
的
確
に
取
り
組
め
る
体

制
を
整
え
て
参
り
た
い
。

議
員

副
町
長

議
員

町
長

　
　
　
聴
覚
障
が
い
者
に
対

す
る
町
の
支
援
の
現
状
と
今

後
の
課
題
は
。

議
員

道路の一部が崩落した町道大沢線大きく崩れた町道根地戸線

　
９
月
定
例
会
議
後
に
大
雨

被
害
調
査
の
と
り
ま
と
め
を

行
い
ま
し
た
。

　
各
議
員
か
ら
、
実
際
に
現

地
を
見
た
感
想
や
意
見
、
要

望
な
ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
災
害
時
の
議
会
の
在
り
方

を
確
認
し
、
と
り
ま
と
め
を

終
了
し
ま
し
た
。

災
害
時
の
議
会

の

在

り

方

は

　
県
道
、
町
道
を
中
心
に
大

沢
、
城
内
小
路
、
垂
柳
地
区

２
カ
所
、
小
田
地
区
２
カ
所
、

毛
頭
沢
、
根
地
戸
を
現
地
調

査
し
ま
し
た
。

　
現
地
調
査
に
は
、
岩
手
土

木
セ
ン
タ
ー
と
町
の
建
設
水

道
課
が
同
行
し
、
当
時
の
被

害
状
況
や
当
日
の
対
応
、
今

後
の
対
策
等
を
説
明
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
町
の
中
心
部
で
あ
り
住
宅

地
で
も
あ
る
城
内
小
路
で
は
、

こ
れ
ま
で
も
降
雨
時
に
は
頻

繁
に
浸
水
被
害
が
発
生
し
て

い
る
地
域
で
し
た
が
、
濁
水

だ
け
で
な
く
土
砂
も
流
出
し
、

国
道
281
号
線
に
ま
で
被
害
が

及
び
ま
し
た
。

　
岩
手
土
木
セ
ン
タ
ー
で
は
、

城
内
小
路
の
鏡
沢
上
流
部
を

調
査
し
、
土
砂
流
出
の
原
因

を
確
認
し
て
お
り
、
各
方
面

と
の
調
整
と
、
こ
れ
か
ら
の

対
策
を
考
え
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

　
今
回
、
調
査
出
来
な
か
っ

た
被
害
箇
所
は
写
真
で
被
害

状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。

８
カ
所
を
調
査

　
輝
く
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
（
鈴
木
満
委
員
長
）
は
、
９
月
７
日
に
、

８
月
２
日
か
ら
３
日
に
か
け
て
降
っ
た
記
録
的
大
雨
に
よ
る
被
害
箇
所

を
視
察
し
ま
し
た
。

輝
く
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会 

大
雨
被
害
調
査

議
会
を
傍
聴
し
て

　
本
町
に
関
心
の
あ
る
大
学

生
等
を
対
象
と
し
て
実
施
し

て
い
る
「
葛
巻
型
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
」
に
参
加
し
た
大

学
生
や
短
大
生
５
名
は
、
９

月
２
日
に
再
開
さ
れ
た
９
月

定
例
会
議
を
傍
聴
し
ま
し
た
。

　
学
生
ら
は
、
真
剣
な
眼
差

し
で
会
議
を
傍
聴
し
て
お
り
、

「
会
場
内
の
張
り
つ
め
た
空

気
を
体
験
で
き
た
」「
真
剣

に
町
の
施
策
な
ど
を
議
論
し

て
お
り
、
熱
意
が
伝
わ
っ
た
」

「
議
会
や
議
員
の
責
任
の
重

さ
を
痛
感
し
た
」「
テ
レ
ビ
で

は
な
く
、
生
の
議
会
を
傍
聴

し
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
感
想

を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

議会を傍聴する大学生ら

町内各所で　　町内各所で　　
大きな被害大きな被害


